平安時代における仮名表記の諸問題 : 『土佐日記』を資料として by 石塚 秀雄
































 ところが、『土左日記』は、紀貫之自筆本が、執筆以後 550 年を過ぎた室町時代まで存在してい
たのである。しかも、この自筆本から直接書き写された四冊の写本のうち、二冊までが現存してい
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 第一章 原本とその伝来 
 第二章 原本再建のための資料 
 第三章 原本再建の可能とその方法 
 第四章 青谿書屋本の吟味と修正 
 第五章 貫之自筆本の形態とその性質 
 第六章 土左日記本文史の展開 
 第七章 定家自筆本とその系統 
 第八章 宗綱自筆本とその系統 
 第九章 実隆自筆本とその系統 
 第十章 実隆本末流諸本の系統学的処置 
 第十一章 為相本系統の本文の成立とその性質 
 第十二章 宇万伎本の本文の展開 







 １ 藤原定家による転写   文暦 2 年（1235 年） 
 ２ 藤原為家による転写   嘉禎 2 年（1236 年） 
 ３ 松本宗綱による転写   延徳 2 年（1490 年） 
 ４ 三條西実隆による転写  明応元年（1492 年） 
の四回である。 
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 貫之自筆本 定家筆本 
 
  為家筆本  青谿書屋本 
 
  宗綱筆本  近衛家本 
 
□  書陵部本 
 
                 実隆筆本   三条西家本 
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②「青谿書屋本『土佐日記』の極めて尠ない独自誤謬について」 萩谷 朴 (昭 63） 
 昭和 16 年、池田亀鑑博士が『古典の批判的處置に関する研究』を発表した頃、現存しないと思








 １ 原本再建のための土左日記諸本校異 
 ２ 土左日記諸伝本異文統合表 
 ３ 古代平仮名字体一覧表 
 ４ 土左日記諸本平仮名字体統計表 










































 青谿 定家 書陵 三条 
江 ２ ０ ０ ０ 
へ 14 ５ ９ 13 
え ０ 11 ６ ３ 













③『国語音韻の研究』 橋本進吉 （昭 25） 





行のｅとヤ行の ye とがすべての場合に同音に帰したとすれば、ｅよりもむしろ ye になったとする
方が自然である。ｅになったとすれば、語頭以外のｅはその前の音の終の子音と直接に結合して、
古代国語の発音上の習慣に合わないからである。しかし、またもとのｅと ye との区別が失われて、
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（12 月 25 日） 
   なくひにぞあなる
．．．
（1 月 29 日） 
（Ｂ）そもそもいかがよむ
．
だる（1 月 7 日） 
   すすきにてきるきるつむ
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Research Note 
A Few Issues on Kana Expressions in the Heian Era: 




Tosa Nikki, or Tosa Diary, is an unusual Japanese classic, whose original text, hand-written 
by its author, Kino Tsurayuki, can be reconstructed.  By studying the kana expressions used in 
this book, the actual discourse of the Japanese language used during the Heian Era (around 
940 A.D.) can be examined and clarified.  In fact, a few issues were identified by closely 
examining the uses of the kana letter “n” and verb conjugations of “ya-gyo.”   
This research note first reviews and summarizes the existing literature on the issues.  It is 
followed by the presentation of hypotheses in the context of a future direction of the author’s 
research. 
Key words: Tosa Nikki, kana expressions, kana letter “n”, “e” in “ya-gyo” 
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